
2022年度第1回開催予定：4月25日（月）17：00～18：30

目的：SUMSグランド・ラウンドは、研究者による研究成果発表及び当該分野
における最新の研究動向について発表する場として活用し、研究者間で
情報共有及び相互理解を深め、新たな研究領域の展開に繋げるとともに、
人材育成に資することを目的として実施する。

日時：３月２２日（火）

17：00～18：30

場所：臨床講義室１
（ZOOM配信あり）

１．神経難病研究
神経難病研究センター橋渡し研究ユニット神経診断治療学部門
准教授 柳沢 大治郎
「APP遺伝子改変によるアルツハイマー病モデルカニクイザルの開発」

発表：重点領域研究発表会

２．がん研究
生化学・分子生物学講座（分子生理化学部門）特任助教 近藤 健太
「カニクイザルのがんモデル作製と腫瘍殺傷能をもつ TCR 遺伝子の単離」

３．生活習慣病研究
生化学・分子生物学講座（分子病態生化学部門）特任助教 米野 雅大
「低密度リポタンパク質（LDL）受容体欠損カニクイザルの作製と病態解析」

４．サル研究
動物生命科学研究センター特任助教 松本 翔馬
「遺伝子改変カニクイザル作製支援のこれまでと今後」

５．神経難病研究
生理学講座（統合臓器生理学部門）特任助教 守村 直子
「家族性FUS変異型ALS病態モデルサル作製と病因メカニズム解明を目指して」


